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5.次回の
　取り組み

海外遠征が今後もあると思うので、その国の特徴をとら
え、良い所をどんどん吸収していけるようにする。

卓球部

内　　　容

1.活動内容

活動名：　2012日本・韓国大学生卓球交流戦

活動場所：　韓国　慶尚北道栄州市民体育館

活動日時：　平成　24年　8月　27日（月）　～　８月　31日（金）

韓国の選手のスピードについていけるようにする。

3.結果報告

韓国の選手との交流試合や練習を通して、改めて日本人
とのスピードの違いを感じた。１日1日の練習で少しずつス
ピードについて行けるようになったが、まだまだ練習しなけ
ればならないと思った。
秋季リーグ戦が近いので、試合運びやサーブ、レシーブな
ど日本人と球質が違うボールを受け取ることができて、とて
も練習になった。

4.目標と結果
  のギャップ

１本目のボールは返球できたが、２本目、３本目になるとス
ピードが速くボールについて行けなかった。

6.次回活動
　 の目標

秋季リーグ戦が９月５日から始まるので、この遠征で学ん
だ試合の運び方を頭に入れて、戦っていきたい。そして、
一部上位入賞目指して頑張りたい。

今回の取り組みについての評価 4・3・2・1
　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった


